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◇
　
5
月
の
こ
よ
み

青
少
年
保
護
育
成
運
動
月
間

3
日
　
憲
法
記
念
日

5
日
　
こ
ど
も
の
日

9
日
　
母
の
日

1
0～
1
6日
　
愛
鳥
週
間

1
1～
2
0日
　春
の
交
通
安
全
運
動

人口 調べ

( 昭 和40年4 月1 日現 在)

世帯　134, 834

男　　255, 789

女　　240, 573

合計　496, 362

( 3 月1 日現在よ り2305 人

増加)

□
予
算
の
あ
ら
ま
し
□

ひ
ろ
が
る
区
の
財
政

一
般
会
計
は
5
9億
6
千
万
円

総
額
7
2
億
2
千
6
0
0
余
万
円
に
の
ぼ
る
昭
和
4
0
年

度
の
足
立
区
歳
入
歳
出
予
算
は
、
3
月
3
0
日
の
区

議
会
本
会
議
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
財
政
規

模
は
2
3
区
中
3
番
め
に
大
き
な
も
の
で
、
前
年
度

と
比
較
し
約
1
8
億
3
千
5
0
0
万
円
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
は
都
か
ら
区
に
移
さ
れ
た
事
務

や
事
業
に
と
も
な
う
必
要
な
経
費
が
大
幅
に
増
加

し
た
の
と
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
、
区
の
重

点
施
策
を
積
極
的
に
推
し
進
め
る
た
め
に
組
ま
れ

た
諸
経
費
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
予
算
と
は
、
ど

こ
か
ら
ど
ん
な
性
質
の
収
入
が
あ
り
、
ど
う
い
う

し
ご
と
に
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を

定
め
る
も
の
で
、
い
わ
ば
区
が
ど
ん
な
し
ご
と
を

行
な
う
か
を
具
体
的
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

以
下
予
算
か
ら
見
た
昭
和
4
0
年
度
の
区
の
行
政
に

つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
し
よ
う
。

3
本
の
柱
で

住
み
よ
い
区
を
建
設

足
立
区
百
年
の
大
計
の
た
め
に

区
政
の
計
画
的
な
推
進
を
は
か
っ

て
い
こ
う
と
い
う
区
の
長
期
計
画

に
も
と
づ
い
て
、
本
年
度
は
3
つ

の
重
点
項
目
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
①
生
活
環
境
の
整
備
②
青

少
年
の
健
全
育
成
③
社
会
福
祉
の

充
実
で
す
。

環
境
の
整
備
で

明
る
い
町
を

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

た
め
に
道
路
を
良
く
し
、
ド
ブ
の

ゴ
ミ
も
区
で
き
れ
い
に
、
ま
た
、

街
路
灯
な
ど
も
ふ
や
し
て
文
字
ど

お
り
明
る
い
町
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
の
が
生
活
環
境
の
整
備
で
、

そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、

▽
道
路
の
維
持
2

億
2
千
5
4
6万
円

▽
バ
キ
ュ
ー
ム
ダ
ン
パ
ー
(
清
掃

車
)
に
よ
る
側
溝
の
ゴ
ミ
掃
除
千
9
1

万
円
▽
街
路
灯
9
8
7灯
の
新
設
5

千
9
1万
円
な
ど
が
お
も
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ア
ミ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

家
族
公
園
や

少
年
鼓
笛
隊
を
新
設

い
ま
、
国
を
あ
げ
て
問
題
と
し

て
い
る
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ

い
て
、
区
で
は
公
園
に
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
(
2
か
所
)
を

新
設
し
た
り
プ
ー
ル
の
建
設
な
ど

体
育
施
設
の
充
実
を
は
か
る
と
と

も
に
、
少
年
鼓
笛
隊
や
合
唱
団
も

つ
く
り
、
青
少
年
の
心
身
の
健
全

な
育
成
を
は
か
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
親
と
子
の
い
こ
い
の

場
と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

(
家
族
公
園
)
も
新
設
し
ま
す

。

▽
少
年
団
体
連
合
会
の
育
成
3
1
5
万

円
▽
少
年
鼓
笛
隊
の
結
成
1
9
1
万
円
　

▽
少
年
合
唱
団
の
結
成
1
0
8
万
円
▽

交
通
安
全
読
本
作
成
、ガ
ー
ド
レ

ー
ル
通
学
路
の
整
備
な
ど
千
3
8
4
万

円
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
新

設
4
0
0
万
円
▽
児
童
遊
園
・
一
般
公

園
の
整
備
千
4
6
2
万
円
▽
プ
ー
ル
建

設
2
千
9
8
6
万
円
▽
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種
や
衛

生
関
係
備
品
の
整
備
千
4
3
0
万
円
。

福
祉
施
設
の
そ
ろ
っ
た

区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

建
設

区
で
は
、
い
つ
で
も
住
民
の
福

祉
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
合
わ
せ

て
し
ご
と
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

こ
と
し
は
特
に
こ
の
点
に
力
を
入

れ
、
福
祉
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も―

と
い
う
こ
と
で
、
梅
田
・
本
木

地
区
に
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
保
育

園
や
福
祉
事
務
所
、
老
人
セ
ン
タ

ー
、
図
書
室

、
区
民
ホ
ー
ル
な
ど

を
一
つ
に
お
さ
め
た
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
3
階
建
て
の
も
の
で
す
。

こ
の
な
か
に
も
保
育
園
が
入
っ

て
い
ま
す
が
、
も
う
一
か
所
、
島

根
地
区
に
保
育
園
を
建
て
ま
す
。

▽
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

1
億
6
千
4
1
9
万
円
▽
保
育
園
の
建

設
1
か
所
5
千
3
8
7
万
円
。

125
の
新
教
室

体
育
館
は
3
校
に

住
宅
が
建
ち
人
口
が
ふ
え
、ど

ん
ど
ん
発
展
を
続
け
て
い
る
足
立

区
に
は
い
ろ
い
ろ
な
し
ご
と
が
山

ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、特
に
住
民
の

増
加
に
比
例
し
て
多
く
な
る
児
童

・
生
徒
の
教
育
は
一
日
と
し
て
ゆ

る
が
せ
に
で
き
な
い
問
題
で
、学

校
の
建
設
や
整
備
の
た
め
の
予
算

は
グ
ラ
フ
で
示
す
と
お
り
相
当
大

き
な
比
率
を
し
め
て
い
ま
す
。
▽

小
学
校
々
舎
増
改
築
(
1
0
1
教
室
)

4
億
5
千
4
2
4
万
円
▽
小
学
校
体
育

館
建
設
(
3
校
)
4
千
6
4
1
万
円
▽

小
学
校
用
地
購
入
(
1
校
)
9
6
5
万

円
▽
中
学
校
々
舎
新
築
(
分
校
1

校
1
2
教
室
)
5
千
2
3
万
円
▽
中
学

校
々
舎
改
築
(
1
2
教
室
)
4
千
7
8
3 万

円

。
4
2年
に
完
成

区
役
所
の
新
庁
舎

区
役
所
新
庁
舎
の
建
設
も
い
よ

い
よ
本
決
ま
り
と
な
り

、
昭
和
4
2

年
2

月
完
工
を
め
ざ
し

、
こ
と
し

の
7
月
に
は
現
在
の
庁
舎
を
と
り

こ
わ
し
た
あ
と
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
1

ト
造
り

、地
上
7

階
地
下
1

階

、

延
べ
約
1

万
1
千
平
方
メ
ー
ト
ル

の
新
庁
舎
建
設
に
着
手
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。
総
工
費
8

億
4

千
8
0
0
万
円
、こ
の
う
ち
本
年
度
分

は
2
億
3
千
1
7
0万
円
を
計
上
し
ま

し

た

。

生
活
保
護
は
区
で

保

健

衛

生

の

一

部

も

こ
と
し
の
4
月
か
ら
、
民
生
・

福
祉
関
係
を
中
心
に
、
住
民
に
身

近
な
し
ご
と
が
都
か
ら
区
に
移
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
い
ま
ま

で
都
の
管
理
し
て
い
た
福
祉
事
務

所
や
保
健
所
の
事
務
の
一
部
、
そ

の
他
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
区
に
移

さ
れ
ま
し
た
の
で
、こ
れ
ら
の
経

費
も
次
の
よ
う
に
予
算
の
な
か
に

組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
老
人
福
祉
4
千
9
6
6
万
円
▽
心
身

障
害
者
の
た
め
の
福
祉
対
策
2
2
9
万

円
▽
母
子
寮
な
ど
の
管
理
や
児
童

の
福
祉
対
策
6
千
6
万
円
▽
ね
ず

み
の
駆
除
や
伝
染
病
の
予
防
対

策
、予
防
注
射
、結
核
健
康
診
断

な
ど
の
保
健
衛
生
対
策
2
千
3
4
2
万

円
▽
生
活
保
護
家
庭
に
対
す
る
扶

助
1
3億
9
6
6万
円

特

別

会

計

以
上
が
別
表
と
グ
ラ
フ
で
あ
ら

わ
し
て
い
る
一
般
会
計
の
内
容
の

お
も
な
も
の
で
す
が
、
区
に
は
こ

の
ほ
か
特
別
会
計
と
し
て
国
民
健

康
保
険
事
業
と
公
益
質
屋
の
経
営

が
あ
り
ま
す
。

□
国
民
健
康
保
険
事
業

社
会
保
障
制
度
の
中
心
と
し
て

健
康
と
生
活
の
安
定
を
は
か
る
う

え
で
重
要
な
役
割
り
を
は
た
し
て

い
る
国
民
健
康
保
険
事
業
は

、
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
保
険
料
と
国

や
都
か
ら
の
交
付
金
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

医
者
に
支
払
う
お
金
や
、出
産
、

葬
祭
な
ど
の
と
き
直
接
皆
さ
ん
に

支
払
う
金
額
は
1
1
億
4
千
3
6
7
万
円
　

保
健
活
動
と
し
て
の
無
料
健
康
相

談
、
健
康
家
庭
表
彰
な
ど
に
2
8
4万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

□
公

益

質

屋

皆

さ
ん

が
手
軽

に
利
用

で
き

る

よ

う
に

と

、
区
で
は

千
住

・
西
新

井

の
2

か
所
で
質
屋

を
経
営
し

て

い
ま
す

。

本
年
度
の
質
屋
事
業
特
別
会
計

の
総
予
算
は
2
千
4
8
2
万
円
で
、こ

の
う
ち
貸
付
金
は
6
0
0
万
円
、年
約

3
回
の
回
転
で
1
千
6
8
0
万
円
か
お

貸
し
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

利
子
は
1
5
日
以
内
1
分
3
厘
、1

か
月
3

分
で
す

。

(
千
住

公
益
質
屋

―
千
住
寿

町
三

四

、
西
新

井
公
益

質
屋
―
本

木
町

二
ノ

一
一
八
四
)

昭和40年度一般会計

一 般 会 計( 当初・補正第1号・2号)

春の交通安全運動　5月11日～20日

横 断 歩 道 を 渡 ろ う よ
■ 町ぐるみで交通安全　■ 道路は広く　■ 安全な横断　■ 車の完全整備　■ 子どもの安全　■ よっぱらい運転の防止
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綾
瀬
川
東
部
に
住
居
表
示

5月1 日から

綾
瀬
一
～
六
丁
目
　
東
綾
瀬
一
～
三
丁
目

東
和
一
～
五
丁
目
　
中

川
一
～
五
丁
目

区
画
整
理
事
業
が
進
み
、
ど
ん

ど
ん
住
宅
や
公
団
な
ど
が
造
ら
れ

め
ざ
ま
し
い
発
展
を
し
て
い
る
綾

瀬
・
大
谷
田
な
ど
、
1
9
町
に
わ
た

る
地
域
の
区
画
や
番
地
を
わ
か
り

や
す
く
し
て
、
明
る
く
住
み
よ
い

町
を
築
こ
う
と
、
5
月
1

日
か
ら

住
居
表
示
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、伊
藤
谷
本
町
、

普
賢
寺
町
、
北
三
谷
町
、
五
兵
衛

町
、
大
谷
田
町
、大
谷
田
新
町
一
・

二
丁
目
、
東
谷
中
町
、
長
門
町
の

各
一
部
と
、
北
三
谷
町
一
・
二
丁

目
、
伊
藤
谷
東
町
、
蒲
原
町
、
蒲

原
町
一
～
三
丁
目
、
大
谷
田
町
一

～
三
丁
目
の
全
域
が
、
5

月
1
日

か
ら
下
図
の
と
お
り
綾
瀬
一
～
六

丁
目
、
東
綾
瀬
一
～
三
丁
目
、
東

和
一
～
五
丁
目
、
中
川
一
～
五
丁

目
な
ど
の
新
町
名
に
な
り
、
ま
た

出
張
所
の
管
か
つ
も
次
の
よ
う
に

か
わ
り
ま
し
た
。

第
1
8出
張
所
…
▽
東
綾
瀬
一
丁
目

一
一
～
二
九
番
　
▽
東
綾
瀬
二
・

三
丁
目
　
▽
東
和
一
～
五
丁
目
　

▽
中
川
一
～
五
丁
目

第
1
9出
張
所
…
▽
東
綾
瀬
一
丁
目

一
～
一
〇
番
　
▽
綾
瀬
一
～
六
丁

目

住居表示施行個所位置略図
図
の
中
の
番
号
は
　
(
1
)
綾
瀬
一
丁

目
(
2
)
綾
瀬
二
丁
目
(
3
)
綾
瀬
三
丁
目
(
4
)

綾
瀬
4
丁
目
(
5
)
綾
瀬
五
丁
目
(
6
)

綾
瀬
六
丁
目
(
7
)
東
綾
瀬
一
丁
目
(
8
)

東
綾
瀬
二
丁
目
(
9
)
東
綾
瀬
三
丁
目

(
1
0
)
東
和
一
丁
目
(
1
1
)
東
和
二
丁
目
(
1
2
)

東
和
三
丁
目
(
1
3
)
東
和
四
丁
目
(
1
4
)
東

和
五
丁
目
(
1
5
)
中
川
一
丁
目
(
1
6
)
中
川

二
丁
目
(
1
7
)
中
川
三
丁
目
(
1
8
)
中
川
四

丁
目
(
1
9
)
中
川
五
丁
目

定
期
バ
ス
が
開
通

北
三
谷
・
花
畑
団
地
な
ど
に

東
武
バ
ス
大
谷
田
車
庫
と
国
電

綾
瀬
駅
間
に
5
月
1
6
日
か
ら
定
期

バ
ス
が
開
通
し
ま
す

。1
日
3
往

復
、全
線
2
0
円
で
朝
夕
の
ラ
ッ
シ

ュ
時
に
は
1
5
分
間
隔
、停
留
所
は

北
三
谷
団
地
ぼ
か
1
1
か
所
が
つ
く

ら
れ
ま
す
。

ま
た
東
武
竹
の
塚
駅
―
花
畑
団

地
―
外
河
原
―
東
武
バ
ス
花
畑
車

庫
間
の
定
期
バ
ス
も
5
月
末
ご
ろ

開
通
す
る
見
込
み
で
す
。

な
お
開
通
後
は
利
用
状
況
に
よ

っ
て
、
運
転
間
隔
の
短
縮
な
ど
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

意
見
書
な
ど
4
2議
案
を
可
決

▽
第
1
回
区
議
会
定
例
会
△

さ
る
3
月
1
1
日
か
ら
開
か
れ
た

昭
和
4
0
年
第
1
回
区
議
会
定
例
会

は
、住
民
の
便
利
の
た
め
に
行
わ

れ
た
事
務
の
移
管
問
題
や
区
役
所

の
機
構
改
革
、昭
和
4
0
年
度
予
算

案
な
ど
4
2議
案
を
可
決
し

、4
月
1

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
な
か
に
は
先
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
上
下
水
道
料
金
値
上
げ

や
国
民
健
康
保
険
料
率
改
定
に
反

対
す
る
意
見
書
の
ほ
か
に

、
特
別

区
長
公
選
制
の
確
立
、
都
立
高
校
(

普
通
科
)

の
区
内
新
設

、
食
料

品
総
合
小
売
市
場
管
理
会
法
案
な

ど
に
関
す
る
意
見
書
も
ふ
く
ま
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
区
役
所
機
構
の
改
革
に
と

も
な
っ
て
委
員
会
条
例
が
改
正
さ

れ
た
結
果
、
現
在
区
議
会
委
員
会

は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(
　
)
内
は
委
員
長
名

▽
常
任
委
員
会
○
総
務
(
葭
葉
文

次
郎
)

○
区
民
(
田
口
三
五
郎
)

○
厚
生
(
堀
内
正
)
○
土
木
(

白

村
益
次
郎
)

〇
建
築
(
中
島
筆

雄
)
〇
文
教
(
岡
安
孝
明
)
▽
運

営
委
員
会
(
浜
中
隼
雄
)

▽
特

別
委
員
会
〇
区
制
調
査
(
新
倉

海
北
)
〇
庁
舎
建
設
(
小
林
三

四
郎
)
▽
対
策
協
議
会
〇
交
通
(

鐘
ケ
江
直
光
)
○
災
害
(
小

谷
秀
之
助
)

〇
都
営
住
宅
(
井

上
市
三
郎
)
〇
公
害
(
野
口
五

郎
平
)

子どもを健やかに育てよう
5 日 ～11 日 児童 福 祉 週 間

〝
柱
の
傷
は
お
と
と
し
の
〟5

月5

日
は
端
午
の
節
句
。
空
高
く

泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う
に
元
気

で
健
や
か
に
の
び
る
子
ど
も
の
成

長
を
祝
う
日
で
す
。
ま
た
、
こ
の

日
か
ら
児
童
福
祉
週
間
が
始
ま
り

ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
国
や
都
な
ど
を

は
じ
め
と
し
て
各
関
係
機
関
や
団

体

、
家
庭
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し

、
子

ど
も
が
し
あ
わ
せ
に
育
つ
よ
う
努

め
る
期
間
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も

の
で

、
区
で
も
「
母
と
子
ど
も
大

会

」
や
児
童
精
神
衛
生
相
談
所
な

ど
を
開
き
、
健
康
で
明
る
い
子
ど

も
を
育
て
る
運
動
を
行
な
い
ま

す

。

写真は、こいのぼりをあげる健全の家の子どもたち

カ

や

ハ
エ
を退

治
し
よ
う

そ
ろ
そ
ろ
カ
や
ハ
エ
が
出
は
じ

め
る
こ
ろ
。
む
か
し
か
ら
「
五
月

蝿
」
と
書
い
て
「
う
る
さ
い
」
と

読
ん
だ
ほ
ど
こ
の
こ
ろ
は
ハ
エ
が

多
く
発
生
し
ま
す

。
ハ
エ
は
赤
痢

や
チ
フ
ス
、
小
児
マ
ヒ
の
ビ
ー
ル

ス
な
ど
、
お
そ
ろ
し
い
病
原
体
を

ま
き
ち
ら
し
、
カ
は
日
本
脳
炎
、

マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
伝
染
病
の
ば
い

か
い
を
し
ま
す
。

産
卵
は
、
ハ
エ
が
1
回
に
1
0
0
～
1
5
0

個
、
多
い
も
の
は
5
0
0
個
近
く
も

生
み
ま
す
。
ま
た
カ
は
1
回
に
1
0
0

～
4
0
0
個
で
、
一
生
の
う
ち
に
千
個

以
上
産
卵
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す

の
で
、
出
は
じ
め
の
こ
ろ
に
退
治

す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

薬
剤
を
無
料
配
布

区
で
は
、
害
虫
駆
除
の
た
め
、

町
会
自
治
会
単
位
に
薬
剤
を
配
布

し
ま
す
。
配
布
量
は
一
戸
あ
た
り

2
0
c
c
で
、
5
月
6
日
か
ら
1
4
日
ご

ろ
ま
で
に
配
る
予
定
で
す
。

こ
の
薬
は
マ
ラ
サ
イ
オ
ン
乳
剤

と
い
う
も
の
で
、
ハ
エ
の
う
じ
や

ボ
ー
フ
ラ
に
は
1
0
0
倍
に
う
す
め
て

使
い
ま
す
。
毒
性
で
す
か
ら
、
食

器
類
や
動
物
の
え
さ
な
ど
に
か
け

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
お
子
さ
ん
の
手
に
と
ど
か
な

い
と
こ
ろ
に
保
管
し
、
牛
乳
び
ん

な
ど
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
容
器
に
は

入
れ
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

中
小
企
業
に

夏
季
融
資

受
付
は
6
日
～
1
1日

区
で
は

、
次
に
よ
り
中
小
企
業

は
夏
季
融
資
を
行
な
い
ま
す
。

▽
貸
付
金
額
―
一
企
業
4
0
万
円
以

内
　
▽
貸
付
期
間
―
6
か
月
　
▽

利
率
―
日
歩
2
銭
4
厘
　
▽
受
け

日
時
―
5
月
6
日
～
1
1
日
、午
前

9
時
～
午
後
4

時
ま
で
、
土
曜
は

午
前
1
1
時
ま
で
　
▽
受
付
場
所
―

区
民
部
経
済
課
商
工
係
、
ま
た
は

区
第
2
庁
舎

お

礼

区
育
英
資
金
に
寄
付
―
木
戸
英
俊

さ
ん
(

六
月
町
三
八
二
)

は
、
香

典
返
し
の
費
用
を
区
の
育
英
資
金

に
寄
付
く
だ
さ
い
ま
し
た

。

新
江
北
橋
付
近
を

交
通
止
め

5
月
1
日
か
ら
1
1
月
3
0
日
ま
で

江
北
橋
南
側
(
宮
城
町
内
)
の
道

路
約
2
0
0
メ
ー
ト
ル
が
交
通
止
め
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
荒
川
放
水
路
に
架
設

中
の
新
江
北
橋
取
り
付
け
工
事
に

よ
る
も
の
で
、
こ
の
た
め
一
般
の

自
動
車
は
、
付
近
に
設
け
ら
れ
た

標
識
や
案
内
板
に
従
っ
て
通
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

都
道
の
窓
口
事
務
が

区
役
所
内
で

都
道
の
舗
装
維
持
、
占
用
許
可

な
ど
、
都
道
の
窓
口
事
務
が
、
こ

の
ほ
ど
区
役
所
の
土
木
部
道
路
課

内
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

報
奨
金
の
即
時
払
い

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
を

納
期
前
に
納
め
た
方
は
、
こ
と
し

か
ら
報
奨
金
の
即
時
払
い
と
し
て

―
税
額
か
ら
報
奨
金
相
当
額
を
差

し
引
い
た
金
額
―
を
納
め
て
い
た

だ
け
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。電

話
番
号
の
変
更

足
立
税
務
署
の
電
話
番
号
が
、(
8
8
8
)

六
二
四
一
に
な
り
ま
し
た
。

ご案内新
田
図
書
館
が
開
館

4
月
2
0
日
に
新
田
図

書
館
が
開
館
し
ま
し

た
。こ
の
図
書
館
は

第
2
0出
張
所
(
新
田

三
―
七
)
の
二
階
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で

静
か
な
環
境
の
中
に

あ
り
ま
す
。
開
館
時

間
は
、
午
前
9
時
か

ら
午
後
5

時
ま
で

で
、
毎
週
月
曜
日
と

祝
日
、
毎
月
1
4日
、

年
末
年
始
な
ど
は
休

館
し
ま
す
。

集
会
に
は
区
民
館
を

宮
城
区
民
館
(

宮
城
町
一
八
)

電
話
(
9
1
1
)
二
三
一
七

新
田
区
民
館
(

新
田
三
―
七
)

電
話
(
9
1
1
)
七
九
五
九

使
用
料
―
曜
日
・
時
間
に
よ

っ
て
違
い
3
0
0
円
か
ら

1
千
3
0
0
円
ま
で
。

青
年
館
の

バ
レ
ー
コ
ー
ト
を

青
少
年
の
た
め
の
文

化
施
設
と
し
て
建
て

ら
れ
た
青
年
館
に
バ

レ
ー
コ
ー
ト
が
で
き

ま
し
た
。

使
用
料
―
―
時
間
以
内
1
0
0
円

使
用
時
間
―
前
8

～
後
6
時

申
込
先
―
青
年
館
(
西
新
井

町
九七二
)

電
話
(
8
8
7
)
〇
〇
六
一


